
シーニックバイウェイ北海道

東オホーツクシーニックバイウェイルート

ルート運営活動計画

2005.3

東オホーツクシーニックバイウェイ連携会議



目　　次

1.ルートの概要

（1）ルートの位置とエリア 1

（2）ルートの概要 2

2.ルートの資源

（1）ルートの資源概要 3

（2）ルートを特徴づける各資源 3

（3）特に優れたルートの資源 5

（4）ルートの活動団体と活動内容 8

3.ルートの名称とテーマ及び目標と活動方針

（1）ルートの名称とテーマ 14

（2）ルートストーリー 14

（3）目指す目標と基本的方向の課題 15

（4）活動の基本方針 17

5.活動内容

（1）景観づくりの方針と活動内容 18

（2）観光振興の方針と活動内容 20

（3）地域づくりの方針と活動内容 22

6.ルートの運営

（1）ルート運営方針 24

（2）運営体制 25

（3）実施体制 26

（4）運営スケジュール 27

（5） 28

資　料

ステージ別の資源 30

活動団体の平成17年度の活動計画一覧 35

※ 表紙写真：網走北浜より流氷と知床連山を臨む
※ 使用写真は北海道アート社及事務局次長山本氏の提供です



- 1 -

１．ルートの概要

（１）ルートの位置とエリア

東オホーツクシーニックバイウェイルートは、北海道の東部、網走支庁に位置し網走市、
清里町、小清水町、斜里町、東藻琴村、美幌町、女満別町(五十音順)の 7 市町村にまたが
るエリアである。
対象幹線道路としては、美幌町から網走方面に向かう国道 39 号、網走から斜里方面に
向かう国道 244 号、美幌町から小清水町を経由して斜里町ウトロに向かう国道 334 号、
美幌町市街地から美幌峠に向かう国道243号と4本の国道が走っている。

東オホーツクエリア

関係市町村と対象幹線道路
関係市町村 網走市、清里町、小清水町、斜里町、東藻琴村、美幌町、女満別町
対象幹線道路 国道39号、国道243号、国道244号、国道334号

　　　　　　　　　※女満別町と東藻琴村は平成17年度に合併を予定している
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（２）ルートの概要

東オホーツクシーニックバイウェイルートは3つに大別され、それぞれ「○○ステージ」
と命名されている。
「知床・流氷ステージ」は女満別空港を起点に網走湖畔を経て（国道 39 号）網走市に

入り、オホーツク海沿岸を知床国立公園に向かって走るルートである。（国道244号、334
号）
「知床・田園ステージ」は美幌町から東藻琴村を経て、小清水町、清里町を抜けて斜里

町に至る、その名の通り田園地帯を抜けるルートである。
一方、「知床・山岳ステージ」は本エリアを包むように囲む６つの峠に至る７つのルート

の総称である。

○知床･流氷ステージ
　　女満別空港～国道39号～網走市～国道244号～
　　小清水町～国道244号～斜里町～国道334号～
　　斜里町ウトロ

○知床･田園ステージ
　　美幌町～国道334号～東藻琴村～国道334号～
　　小清水町～国道334号～清里町～国道334号～斜里町

○知床･山岳ステージ
　　美幌町～国道243号～美幌峠
　　東藻琴町～道道網走川湯線～小清水峠
　　小清水町～道道跡佐登小清水線～小清水峠
　　小清水町～国道391号～野上峠
　　清里町～道道摩周湖斜里線～清里峠
　　斜里町～国道244号～根北峠
　　斜里町ウトロ～国道334号～知床峠

美幌峠（7月）

オホーツク海（1月） 知床五湖（11月）

網走　感動の道（7月）
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２．ルートの資源

（１）ルートの資源概要

東オホーツクシーニックバイウェイルートのエリアは、原始的景観を誇る知床、阿寒の
２つの国立公園をはじめ、網走国定公園、斜里岳道立自然公園を有するとともに、これま
で地域の住民が大切に守り、育ててきた森林、湖沼、海、そして花と緑のある街並みや美
しい農村、漁村景観と四季折々に彩りのある自然の豊かな地域である。
当エリアは、広大な畑地景観、野趣あふれる山岳、ハクチョウなどが飛来する湖沼など
の自然、北の豊富な味覚、明瞭な四季など、北海道観光の良さが凝縮されている地域と言
われており、特にオホーツクの大地や湖沼、海が育む豊富な農林水産物や上質の温泉、春
から夏にかけてエゾスカシユリやハマナスなどが咲く原生花園、秋のサンゴ草群落、我が
国唯一の流氷地帯など、他の地域にはない多彩な観光資源をも有し、人々の心を潤し、感
動を与えてくれる憧れの地として、毎年、道内外から9百万人もの観光客が訪れている。

（２）ルートを特徴づける各資源

　　①特徴ある景観資源

　　　（自然景観）
・季節ごとに変貌するオホーツク海の眺望
・地域を包み込むように取り囲む山々の景観
・人を寄せ付けない厳しさで雄然と聳えるﾗﾝﾄﾞﾏｰｸとしての斜里岳や知床連山
・点在するユニークな湖沼群

　　　（花景観）
・二箇所の原生花園（小清水原生花園、以久科原生花園）と湖沼に群生する天
然の花景観
・町々を彩る花の公園（小清水リリーパーク、東藻琴芝桜公園、女満別朝日
ヶ丘公園等）や沿道の植栽による花景観

　　　（田園景観）
・ 、小麦、 畑等が丘陵に沿って、うねり波打つ雄大な農村景観
・大きな耕地を区画しているカラマツの防風林とまっすぐな道路が延びる田園
景観

　　　（眺望景観）
・６箇所の峠（美幌峠、小清水峠、野上峠、清里峠、根北峠、知床峠）等から
海と地域を一望する眺望景観
・二箇所の岬（能取岬、知床岬）から眺望するオホーツク海と山々のパノラ
マ景観
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　　②特徴ある観光資源

　　　（流氷の体験やイベント）
・流氷砕氷船等による流氷ウォッチングや流氷と一体になる流氷ウォーク・ダ
イビングなど東オホーツクエリアならではの「流氷体験ツアー」
・オホーツク流氷まつりや知床ファンタジアなど、北海道の冬観光を代表する
ユニークなイベント

　　　（四箇所の自然公園と自然体験）
・知床国立公園、阿寒国立公園、網走国定公園、斜里岳道立自然公園の存在と
思い思いに楽しめる自然体験メニュー
・ビジターからマニアまで多様なニーズに対応するエコツアー

　　　（二箇所の原生花園に代表される花観光）
・小清水原生花園と以久科原生花園、天然記念物「女満別湿生植物群落」を彩
る貴重な植物群生地の存在
・点在する湖沼群の貴重な植物生態や各地の花資源（水芭蕉、サンゴ草、芝桜、
ゆり、コスモス、はまなす、ひまわり等）

　　　（多彩な食メニュー）
・オホーツク海や湖沼群で獲れる多彩な水産資源メニュー
・酪農や畑作等が提供する新鮮なメニュー

　　　（各町村に点在する天然温泉）
・ウトロ地区や網走湖湖畔地区に集積する大型温泉施設群
・各地域に必ず存在する野趣あふれる天然温泉

　　③特徴ある地域文化資源

　　　（先人の営みを感じさせる文化資源）
・博物館網走監獄や北方民族博物館・モヨロ貝塚など先人たちの営みを追体験
できる施設群

　　　（野鳥や動物たちの生態）
・白鳥やアオサギコロニー、豊富な野鳥たちとヒグマ、エゾシカ、ゴマフアザ
ラシ、母なる川を求めて遡上するサクラマス・サケ等動物たちの生態観察は東
オホーツクエリアならではの共生環境
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（３）特に優れたルートの資源

①世界自然 産候補地を含む４箇所もの自然公園

　日本で三箇所目の世界自然遺産登録をめざす「知
床国立公園」と裏摩周湖を臨む「阿寒国立公園」、
国の天然記念物である“女満別湿生植物群落”を
抱える網走湖やサンゴ草の群生地の能取湖を従え
る「網走国定公園」、さらに日本百名山斜里岳を中
心とする「斜里岳道立自然公園」と東オホーツク
エリアは４箇所も自然公園を有する国内有数の貴
重な自然資源に恵まれた地域である。

②世界の南限、我が国唯一の流氷の海

　11 月上旬頃、アムール河口において発生する氷
の結晶（晶氷）は成長を続けながら南下、やがて
オホーツク海沿岸に達し沿岸部に発生した「道産
子氷」と合流。３ヶ月近くもの間、海を白い氷の
平原に変貌させる。日本唯一の流氷の海の存在は、
「流氷観光」を全国的に知らせ、北海道の冬の観
光の一大シンボルとなっている。

流氷と砕氷観光船（1月）

知床峠
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③背山臨水の 、6箇所の峠から眺める多彩な湖沼と 海

　前面にはオホーツク海、背後には東オホーツクエ
リアを取り囲むように連なる山並みと、他のエリア
をつなぐために開けられた６箇所の峠。海と山の間
には大きなうねりを見せる田園風景と点在する湖沼
群。峠に登って見返すと、東オホーツクエリアが雄
大なビッグランドスケープとなって展開する。

④ランドマークとしての斜里岳、知床連山

　東オホーツクエリアを知床国立公園に向かって走
ると、大部分の道路から斜里岳の端正な姿と海別岳、
遠音別岳、知西別岳、羅臼岳、硫黄山、知床岳と知
床岬まで通じる知床連山が眺望できる。とりわけ秋
から冬を経て春先までの雪を被った白い山並みは、
簡単には人を寄せ付けない厳しさを感じさせる。

⑤原生花園や四季の花景観と広大な田園景観

　オホーツク海沿いにひろがる小清水原生花園と以
久科原生花園では６月から８月にかけて 40 種もの
植物が次々と花を咲かせ、一方各地に点在する湖沼
や公園では水芭蕉、サンゴ草、芝桜、ゆり、コスモ
ス、ひまわり等多彩な花々が季節を追って楽しめる。
また内陸側ではビートや小麦、ジャガイモの畑が丘
陵に沿って大きくうねり、斜里岳の端正な稜線とコ
ントラストを見せ、雄大で優しい田園景観を感じさ
せる。

⑥大地の恵みや動植物たちと共に生きる東オホーツクライフ

　厳しくも雄大な自然と人々の営みが形づくる、東
オホーツクエリアの特徴ある景観の中で、貴重な動
植物たちが人間たちのごく身近に息づいている。こ
うした自然と人間と動植物たちとの身近な係わりが、
独特の東オホーツクライフを形成している。それは、
地域資源や季節の有様をありのままに自分たちの楽
しみの中に取り入れる術であり、どこかにロマンを
感じさせる隠れた地域資源となっている。

冬の景観とバルーン（2月）

斜里岳（4月）

小清水原生花園のセンダイハキ（6月）

濤沸湖の白鳥（1月）
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■資源分布図

清里の農村風景（6月）

ウトロ湾の流氷（1月）

小清水を走るサイクリング（7月）

網走湖のワカサギ釣り

ジャガイモの花畑（6月） 雪どけの田園風景（3月） 能取湖のサンゴ草（9月）

網走湖畔水芭蕉（4月）

小清水リリーパーク（7月）

東藻琴芝桜公園（5月）
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（４）ルートの活動団体と活動内容

分科会　

活動団体名

　

主な活動
エリア

　

活動
人数

　
活動内容

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

網走湖・水と緑
の会

網走市 5人

・呼人水芭蕉群落買取り保全運動
・水芭蕉講演会
・ホタル観察会
・春秋の手入れ、やちだも苗植え
・通信発行など

●

網走観光協会 網走市 5人

・観光振興事業全般（観光客誘致のための宣伝、受
け入れ、イベントの実施、観光人材育成などの事業）
・土産品の開発、販売事業（ニポポ・流氷飴の販売
ほか）
・観光基盤づくり事業（景観の保全、整備、施設の
整備など関連方面への働きかけと実現）

●

オホーツク 21
世紀を考える会

オホーツク
管内

71人

・「オホーツク大地を歩く」「オホーツク五十三次（絵
はがき）」「オホーツクイベントカレンダー」などの
作成
・「オホーツク旅コンテスト」や「ブルームボールジ
ャパンカップ」などの管内独特の魅力イベントの企
画・協賛
・まちなみ診断や、風景作りなどのワークショップ
に企画段階から参加・実践
・「オホーツク景観ロードマップ斜網」の作成

●

オホーツク
ホーストレッキ
ング研究会

網走市 54人

・ホーストレッキングの普及と乗馬技術の向上を目
的に、毎年2回のイベントを実施
・ホーストレッキングの普及を目的とした、北網圏
広域組合の事業である「初心者乗馬教室」の受託
・津別エンデュランス馬術大会兼全日本和種馬選手
権大会への協賛

●

東京農業大学生
物産業部

網走市 10人
・本キャンパス内(34ha)の自然エリアを教育・研究
の体験型施設として整備するために散策路(名称：オ
ホーツク・ファイン・トレール)を学生および教職員
の共同作業で約5kmを構築した。

●

特定非営利活動
法人
グリーンシーズ
(みどりの環境を
保全する部会)

網走市
他近隣
市町村

36人

・市内小中学生とのミズナラの植え付け
・道立公園テントランドの花畑整備
・茸取り講座
・植樹祭跡地の枝打ち
・呼人水芭蕉群トラスト基金募金活動
・梅トピア梅園枝打ち

●

NPO「こぼれ
幸」

網走市 26人 ・花の街づくり事業
・特産品の研究開発事業 ●

上斜里フラワー
ロード推進協議
会

清里町 11人 ・清里町上斜里地区の道道の両側約 2km にコスモス
を植栽している。通称「コスモス街道」。 ●
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分科会　

活動団体名

　

主な活動
エリア

　

活動
人数

　
活動内容

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

清里町観光
協会

清里町 71人

・観光行事の企画運営
・観光イベントの開催（斜里岳山開きの開催）
・地域の観光 PR(観光パンフレット、ポスターの作
製その他)
・各種イベントの協賛
・斜里岳山小屋「清岳荘」の管理運営

●

清里町商工会 清里町 126
人

・ガーデニング事業
・イルミネーション事業
・フォトコンテストの開催
・清里焼酎フェスティバルの開催
・産業祭り、ウインターフェスティバル、縁のフェ
スティバル等の開催

●

清里町花と緑と
交流のまちづく
り委員会

清里町 12
団体

・花緑事業
・田園の散歩道
・交流事業
・町内イベント及び各種団体との連携

●

清里ネイチャー
ガイド協会

清里町 19人 ・登山ガイド(斜里岳、羅臼岳、硫黄山、雄阿寒岳等) ●

さっつる○やろ
う会

清里町 26人

・正月の獅子舞事業
・小学校運動会、札鶴神社祭典への出店協力
・ビールパーティ[チャリティー]
・イルミネーション事業
・サンタクロース事業

●

小清水町
観光協会

小清水町 158
人

・網走国定公園　小清水原生花園　旅行者安全祈願
祭の実施
・阿寒国立公園　藻琴山　小清水高原峠開きの実施
・小清水町観光ボランティア「原生花園フラワーガ
イド」の養成支援
・小清水原生花園植生回復対策事業（火入れ、雑草
除去等）協力
・小清水原生花園、藻琴山ハイランド小清水 725、
ゆりの郷こしみず「リリ―パーク」等観光施設 PR
事業

●

小清水町観光ボ
ランティアガイ
ド協議会

小清水町 23人
・小清水原生花園で観光ガイド及びフラワーガイド
を実施 ●
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分科会　

活動団体名

　

主な活動
エリア

　

活動
人数

　
活動内容

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

うとろナチュラ
ルクラブ

斜里町 8人
・知床の主婦らによる食材・文化・暮らしの研究
・フリーマーケット（環境とリサイクルを考えた）
・地域のイベントに積極的に参加バザー
・手作り品の企画・製作・販売

●

産業クラスター
研究会
東オホーツク

網走市
清里町
小清水町
斜里町
東藻琴村

40人
・産官学による地域産業の活性化を研究
・地元食資源を活用した商品開発や
・体験型観光の担い手育成など

●

斜里町川上自治
会

斜里町 49戸 ・各種自治会活動
・空き缶、ゴミ拾い
・国道沿い花壇づくり(美幌、斜里線川上地区)

●

しゃり R244 沿
道景観整備協議
会

斜里町 20
事業所

・国道 244 号沿線　大栄地区から朱円地区での沿道
景観整備の活動 ●

特定非営利法人
知床
ナチュラリスト
協会
NPO SHINRA

斜里町 4人

・知床でのエコツアー・ネイチャーツアーの企画・
主催運営
・エコツーリズム推進のためのディスティネーショ
ン作り
・地域プロモーションの実施・提案
・講演活動など
・知床の魅力と親善との接し方を紹介するインター
ネットラジオ局の設立

●

Radio Kisar 斜里町 9人
・ストリーミング配信　現在4番組
・オホーツクの音さがしキャンペーン開催
・東京南青山で音楽イベント開催

●

川を美しくする
会

東藻琴村 20人 ・藻琴川の清掃を実施 ●

東藻琴村
観光協会

東藻琴村 62人

・ホスピタリティ講演会
・ノンキーランド芝桜まつり
・もこと山開き
・ノンキーランドふるさとまつり
・もこと山吹きおろしマラソン大会
・ノンキーランドこだわり冬まつり

●

東藻琴村
商工会

東藻琴村 60人 ・東オホーツクフォトコンテスト
・特産品販路開拓事業

●

まちづくりネッ
トワーク
プロジェクト
N5

東藻琴村 25人
・版画カレンダーの作成
・芝桜公園内を流れる川の清掃と景観づくり ●
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分科会　

活動団体名

　

主な活動
エリア

　

活動
人数

　
活動内容

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

桜の名所を創る
会

美幌町 60人
・愛する美幌の地に日本一の桜花匂う桜の里を築く
ことを目的に活動
・桜の植樹

●

美幌観光協会 美幌町 173
人

・美幌峠祭りの開催
・美幌観光和牛祭りの開催
・観光案内所の運営、観光パンフレットの製作配布、
観光機関団体の支援活動など

●

美幌町観光
ボランティアガ
イドの会

美幌町
及び全道

33人
・美幌峠まつり他イベント支援
・美化キャンペーン
・美幌物産協会への支援
・ホスピタリティ他研修参加

●

美幌町
商工会議所
青年部

美幌町
及び周辺市
町村

31人

・美幌サマーナイトフェスティバル、美幌冬祭り商
工会議所の行う事業等の支援・参画
・美幌町都市計画マスタープラン、中心市街地活性
化、住宅マスタープランの計画策定に参加
・国道243号線ビューポイント調査

●

社団法人
美幌青年会議所

美幌町
及び
近隣町村

20人
・「夢プラン 21」(合併問題)や現在取り組んでいる
「JCF」(青少年育成の事業)を行っている ●

ふるさと美幌と
自然を語る会

美幌町
及び
周辺町村

28人

・四季の観察会
・ホタル幼虫移動作業支援（美幌町学芸員の支援）
・ふるさと祭り参加
・記念植樹他

●

豊かな自然を楽
しみ考える会
（略称　自然の
会）

美幌町
及び
周辺町村

43人

・自然観察会（美幌峠、柏ケ丘公園、せせらぎ公園、
呼人遊歩道、清里町みどり周辺）
・美幌市街、街路樹の仕方、手入れ方法等提案
・案内学習、地球温暖化、ゴミのリサイクル、オゾ
ン層の破壊森林の働き

●

オホーツク
フォトグラファ
ー
メンバーズ

女満別町 8人
・写真を通じてオホーツク地域の魅力の発信と地域
の特色を生かしたエコフォト撮影ツアーを行ない、
魅力普及と自然環境の保全を目指して活動

●
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分科会　

活動団体名

　

主な活動
エリア

　

活動
人数

　
活動内容

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

女満別町
観光協会

女満別町 259
人

・氷上わかさぎ釣
・女満別湖畔清掃
・めまんべつ観光夏まつり
・しじみ狩
・白魚まつり

●

女満別町
商工会

女満別町 160
人

・女満別町雪合戦大会
・雪合戦大会参加
・ラフテングボート試乗会開催
・西大通市街地花壇整備事業
・ビューポイントラリー

●
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■活動団体の主な活動エリア図
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３．ルートの名称とテーマ及び目標と活動基本方針

（１）ルートの名称とテーマ

（２）ルートストーリー

峠を越えたらオホーツクの海が広がります。
その海を抱きかかえるかのように、知床連山と斜里岳に連なる田園風景が
大きなうねりを見せてくれます。

四季を彩る鮮明な花たちに溶け込んで暮らす人々の息づかいを
オホーツクの清涼な風が伝えてくれています。

はるか昔、流氷の海を越えて、この地に渡ってきた先人達がいます。
そこかしこに残る先人達の営みをたどりながら行く道は
世界自然遺産の地に続いています。

厳しく、時に美しく、そして優しい自然とともに生きた人々だけが受け継
いできたオホーツクのロマンとスピリッツ。

東オホーツクシーニックバイウェイは自然と人々が織りなす感動のステー
ジです。

ルート名称 東オホーツクシーニックバイウェイ

ルート呼称 東オホーツクシーニックバイウェイ「知床・流氷ステージ」
　　　〃 　　「知床・田園ステージ」

　　 　　　〃 　　「知床・山岳ステージ」

ルートテーマ ロマンティックヒーリング・風を感じて走る道
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（３）目指す目標と基本的方向の課題

目指す目標

・人の行きたくなる地域は、住んで楽しい地域のはずである。

・東オホーツクエリアは、世界自然遺産に認定される様な多様な生態系

を持つ地域をはじめ、日本で唯一流氷がくるオホーツク海、原生花園、

湖沼群など、自然に恵まれた地域である。

・その大地で営まれている人々の暮らしは、季節に溶け込んだ様々な楽

しさを充分満喫しているように感じられる。

　物質的な豊かさと精神的な豊かさの絶妙なバランス、まず自分たちが

楽しむ精神こそ、オホーツクスピリッツであり、真のホスピタリティ

でもあると考えている。

・自分たちの暮らしている東オホーツクエリアを日本に残された最後の

フロンティア地域だととらえ、自由で楽しい東オホーツクライフの確

立を目指すと共に、その有様を広く伝えて行く事を目標とする。

東 オ ホ ー ツ ク ラ イ フ の 確 立 と 発 信

女満別　メルヘンの丘
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基本的方向の課題

・東オホーツクのエリアイメージの確立　 リ・ブランディング戦術

・エリア文化・エリアライフの発掘・育成・発信 オホーツクスピリッツの追求

・住んで楽しい地域づくり づくり

・東オホーツクシーニックバイウェイ第一の課題は、いまだ確立されい

ていない「東オホーツクエリア」としての「エリアイメージの確立」

である。そのためには「ルートストーリー」と「目指す目標」に基づ

くブランド戦術の展開が必要となる。

・またブランド戦術の展開のためには、エリアとしての共通した文化や

暮らしの楽しみ方を発掘・育成をすると共に、共通認識を形成、「オ

ホーツクスピリッツ」として発信し続けることがポイントとなる。

・もちろん根源にあるのは「人の行きたくなる地域は住んで楽しい地

域」の認識のもと「住んで楽しい地域づくり」であり「オホーツクス

ピリッツ」に満たされた「コミュニティづくり」である。

清里町　焼酎フェス（6月）
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（４）活動の基本方針
　東 ホーツクシーニックバイウェイのルートストーリーと目指す目標を実現させる
ための活動方針は以下の通りである。

　　　景観づくりの目標　　　 東オホーツクを魅せる＝ビッグランドスケープの訴求
東オホーツクエリアの魅力的な自然景観と田園景観を特徴
ある「ビッグランドスケープ」と捉えその魅力を地域の人々
と再発見し、保全・創出すると共に価値を内外に訴求する。

　　　景観づくりの活動方針　 ● を美しく見せる。
　　（美しい沿道景観の保全と啓蒙）
● 鮮明な四季の色彩を見せる。
● ビューポイントを再発見・創出する。

　　　観光振興の目標  東オホーツクを感じさせる＝ロングステイの追求
季節に溶け込んだ多様多彩な滞在メニューを連携させると
ともに創出、東オホーツクエリアの魅力を少しでも長く滞
在体験してもらう。

　　　観光振興の活動方針　　　● 風を感じさせるマグネットポイントの創出
　 ● 各地毎の滞在メニューの創出・連携
　　　（体験・交流メニューの創出・連携）
　 ● 東オホーツク型観光の研究

　　　地域づくりの目標　　　東ｵﾎｰﾂｸﾗｲﾌを楽しむ＝東ｵﾎｰﾂｸ文化ﾗｲﾌの発掘・発信
東オホーツクエリアの歴史や暮らしに基づく地域資源や文
化資源を発掘連携させると共に、自らが楽しむ文化や生活
を追求し広く発信する。

　　　地域づくりの活動方針 　● 農・水・林・地域文化資源の発掘と連携
　● 楽しみの創出
　　（東オホーツク文化・ライフの追求）
　● 地域連携による地域情報の発信

景
　
観

観
　
光

地
　
域
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５．活動内容

（１）景観づくりの方針と活動内容

①　

東オホーツクエリアの景観を特徴づける様々な要素をより魅力的に美し
く見せるため、景観阻害要因の把握や除去など保全活動を行うと共に、
訪問ルートになる美しい沿道景観の保全・創出のための啓蒙活動を行う。

　　　　● 小清水原生花園、以久科原生花園の保全　　根無カズラの除去等

　　　　● 沿道の一斉清掃活動の実施

　　　　● 沿道の植栽活動の実施

②　鮮明な四季の色彩を見せる（花の沿道の創出・連携や植物群生の保全）

貴重な植物群生地の保全活動を活発化すると共に、各地を結ぶ花のネッ
トワークを形成。活動団体間の連携をはかる。

● 網走湖周辺の水芭蕉の保全活動

● 花を見る木道づくりの推進

● 東オホーツク花カレンダーの作成

● 東オホーツク花シンポジウムの実施

東オホーツクを魅せる　　　ビッグランドスケープの訴求
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③　ビューポイントを再発見・創出する。

東オホーツクエリアの魅力を高める景観ポイントを様々な方法で発掘、
再発見し、ビューポイントマップを作成する。また景観ポイントの保全
のため、駐車場等を拡充整備する。

● 景観探しツアーの実施

● 東オホーツクフォトコンテストの実施

● ビューポイントの再発見及び創出とビューポイントマップづくり

● ビューポイントパーキングの拡充と保全
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（２）観光振興の方針と活動内容

①　 を感じさせるマグネットポイントの創出

東オホーツクエリアの最大の観光訴求点は、季節によって変化する景観
であり、豊富な動植物の生態などを身体で体感させるいわば「スローツ
ーリズム」である。少しでも滞在時間を長くすることにより、東オホー
ツクエリアの魅力がより一層高まると考える。従来観光ポイントとは一
線を画する「風を感じさせるマグネットポイント」等を再発見し、ゆっ
くりした時間を過ごせるポイントや最低限の設備を整備する。

● シーニックデッキの創出

● 流氷茶屋、湖畔茶屋、山の茶屋の創出

● サケ・サクラマスを見れる拠点の創出や清掃

②　各地毎の滞在メニューの創出・連携

パーソナルツアーの多様なニーズに対応した、少人数単位のエコツアー
や体験メニューは、東オホーツクエリアの魅力を倍増する。各地の滞在
メニューや体験メニューを連携させると共に、ホーストレッキングルー
トやウォーキングルートなど東オホーツクエリアらしい体験ルートを選
定、整備する。

● 東オホーツクウォーキングルートの選定とフットパスづくり

● ホーストレッキングルートの選定

● エコツアーの連携や自然探索ツアーの実施

東オホーツクを感じさせる　　　ロングステイの追求
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③　オホーツク型観光の研究

観光ニーズの変化と、地域特性を読み込んだ「東オホーツク型観光」を
追求すると共に、ホスピタリティ意識の向上やエリアガイドの育成を目
指す。さらに地域産業として「東オホーツク型のランドオペレーター事
業」を研究する。

● 馬やバルーン景観の研究

● 東オホーツクトラベルの研究

● 東オホーツク観光塾の創出

● 東オホーツクエリアガイドの育成と仕組みづくり
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（３）地域づくりの方針と活動内容

①　農・水・林・地域文化資源の発掘と連携

東オホーツクエリアには多彩な一次産業産品や先住民族の文化資源が豊
富である。しかしながら産業間連携や文化資源の認識においては、心許
ない現状である。地域作りを支えるには参加団体をはじめ、地域に住む
人たちが地域文化資源に共通の誇りを持つ必要がある。

● 地域文化資源の洗い出しマップの作成と発掘バスツアーの実施

● 地域特産物の販売やPR活動

● 先住民族フォーラムの実施

● 植林事業等の実施

②　楽しみの創出（東オホーツク文化・ライフの 求）

人を呼び込むためには、まず地域の人たちが地域を楽しみ、地域を使い
こなすことが大切である。様々な資源や特産物を重ね合わせ、オリジナ
ルな文化や生活を追求する姿勢が地域を活性化させる。また多様な人た
ちとの交流が生み出す新たな発見も、地域の魅力の発掘に繋がっている。

● 温泉情報マップの作成

● 文化施設等との連携による文化発信

● フットパスづくり

● オホーツクバーボンの研究

● 外国人交流の実施と誘致

● オホーツクのオリジナル食メニューの研究

東オホーツクを楽しむ　　　
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③　地域連携による地域情報の発信

シーニックバイウェイのルート活動の基本は各活動団体の理解と連携で
ある。また地域の様々な発信情報もエリアイメージの確立のためには連
携する必要がある。

● 活動団体向けニュースペーパーの発行

●  HPの創出と各町観光情報とのリンク
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６．ルートの運営

（１）ルート運営方針

①個別活動の尊重と連携活動の推進

　シーニックバイウェイ制度の原点は、地域の活性化を目指す個別団体の活動
である。ルート運営においては、各個別団体活動を尊重すると共に、ルートの
目指す目標やルートストーリーを達成するために分科会活動を中心にしたプロ
ジェクト型連携を推進する。さらに事務局体制の強化を目指すと共に活動団体
間の連絡を密接に行い、開かれた運営体制を達成する。

②着眼大局、着手小局（継続的活動の推進）

　各種連携活動においては達成目標の共通認識と継続的活動の推進を優先する。
そのためには着眼は大きく構えても、無理をせず実現可能な着手体制を考える
と共に目標スケジュールを明確にする。

③地域諸団体・地域住民との連携推進

　各種連携活動においては、ルートの活動団体にこだわることなく、広く地域
団体や地域住民等に呼びかけ広い連携を推進する。

④東オホーツク型ビジネスモデルの 求

　地域における公益性を高めると共に、新たな地域ビジネスの構築を目指す。
この場合、企業や公的機関の支援協力、協働に基づく役割分担を追求する。

⑤成功事例の積み上げ

　小さな目標を活動ごとに設定し、成功事例を積み上げることによる達成感を
共有する。結果を出すことによってより大きな目標に立ち向かう継続的活動と
連携に繋がっていく。
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（２）運営体制

■それぞれの組織構成とその役割

１）連携会議・総会
連携会議は、ツーリング環境を軸とした東オホーツク地域における自然・景観・文化・
歴史など様々な資源を理解し、それぞれの資源と共生を図りながら広域的な観点で個性
豊かな魅力づくりを目指すために連携及び協働して取り組むことを目的としており、こ
の目的に賛同できる住民・活動団体・関係機関等で構成されている。
また、この連携会議の役割としては、連携会議の目的を達成するための運営・企画・活
動を行うことである。

２）幹事会
幹事会は、各地域の代表者で構成され、連携会議の企画・運営を行うことを役割とする。

３）各分科会
　分科会は、住民・活動団体・関係機関の代表者で構成され、各分科会のテーマに沿っ
た運営・企画・研究・活動等を行うことを役割とする。

４）行政連絡会議
行政連絡会議は、網走開発建設部・網走支庁・網走土木現業所・網走市・清里町・小清
水町・斜里町・美幌町・女満別町・東藻琴村で構成され、地域の住民・活動団体・関係
機関等の情報収集や情報発信を役割とする。

５）その他
この他、連携会議の運営に関し代表が必要と判断した場合は、組織を構成し召集を行い
開催する。

行政連絡会議 連携会議・総会

幹事会(運営・企画・活動)

住　　民

活動団体

関係機関

事　　務　　局

分科会
景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
りオブザーバー

アドバイザー

活動
支援
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（３）実施体制

役　職　名 氏　　名 地　　区 活　動　団　体
代　　　表 高谷弘志 網走市 オホーツクホーストレッキング研究会会長
副　代　表 藤崎達也 斜里町 ＮＰＯ知床ナチュラリスト協会
事務局長 奥山英明 清里町 清里町商工会事務局長
事務局次長 山本勝栄 女満別町 OPM事務局長・女満別町商工観光室長

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

景
観
形
成

観
光
振
興

地
域
づ
く
り

網走湖
水と緑の会 ● さっつる○やろう会 ●

まちづくりネットワーク
プロジェクト　N５ ●

網走市観光協会 ● 小清水町観光協会 ● 桜の名所を創る会 ●

オホーツク
21世紀を考える会 ●

小清水町
観光ボランティアガイド

協議会
● 美幌観光協会 ●

オホーツク
ホーストレッキング研究会 ● うとろナチュラルクラブ ●

美幌町
観光ボランティアガイドの会 ●

東京農業大学生物産業部 ●
産業クラスター研究会

東オホーツク ● 美幌商工会議所青年部 ●

特定非営利活動法人
グリーンシーズ

（みどりの環境を保全する部会）
● 斜里町川上自治会 ●

社団法人
美幌青年会議所 ●

NPO「こぼれ幸」 ●
しゃりR244

沿道景観整備協議会 ● ふるさと美幌と自然を語る会 ●

上斜里フラワーロード
推進協議会 ●

特定非営利活動法人
知床ナチュラリスト協会 ●

豊かな自然を
楽しみ考える会

（略称　自然の会）
●

清里町観光協会 ● Radio Kisar ●
オホーツク

フォトグラファー
メンバーズ

●

清里町商工会 ● 川を美しくする会 ● 女満別町観光協会 ●

清里町花と緑と交流の
まちづくり委員会 ● 東藻琴村観光協会 ● 女満別町商工会 ●

清里ネイチャーガイド協会 ● 東藻琴村商工会 ●

活動団体名 活動団体名 活動団体名

所属分科会所属分科会 所属分科会
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（４）運営スケジュール

エリア運営
（事務局体制）

景観形成づくり

観光振興

地域づくり

全　　体

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

構成団体
活動理解促進 地域への啓蒙普及

分科会活動の試行 分科会活動の推進

事務局体制のスタート

分科会活動の本格的実施

自立した事務局体制の試行 自立した事務局体制の確立

景観資源・ビューポイントの発掘 景観ルール等の追求

花の連携活動の試行

保全活動の試行 連携した景観保全活動

滞在メニューの連携と試行

東オホーツク型観光の研究

マグネットポイントの恒常的運営

滞在メニューの追求と発信

東オホーツクトラベルの追求と試行 東オホーツクトラベルの設立と運営

資源の発掘と連携の研究と試行

情報の連携追求

プロジェクトの本格実施

エリア資源の発掘・連携

エリアイメージの追求・確立

エリア資源の連携　創出

エリアイメージの発信 オホーツクコミュニティづくり



- 28 -

（５）平成17年度　東オホーツクシーニックバイウェイ連携会議　年間スケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

エリア運営

役員会議

幹事・事務

局会議

集中活動 役員会議

幹事・事務

局会議

集中活動 役員会議

幹事・事務

局会議

集中活動

景観形成

沿道清掃

景観探しツ

アー

景観探しツ

アー

ネナシカズ

ラの除去

観光振興

シーニック

デッキ

・茶屋の創出

景観ウオー

キング

シーニック

デッキ

シーニック

デッキ

・茶屋の創出

地域づくり

花の植栽 花大陸シン

ポジウム

分科会活動は随時

ホームページの調査研究

東オホーツクエリアガイドの調査研究

ウオーキングル

ートの選定

シーニックフォーラムの開催

フォトコンテスト・撮影ツアーの開催
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資　　　料
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ステージ別の資源
■知床･流氷ステージ

資源名称 主な内容 市町村名
オホーツク流氷
館・天都山展望台

天都山展望台と併設され､実際の流氷を常設展示して
いる流氷科学館｡-18℃の流氷体験室では､夏でも流
氷が見られる｡また、展望台からは 360 度の大パノ
ラマが楽しめ､オホーツクを一望できる｡

網走市

モヨロ貝塚 大正 2 年､網走川河口左岸の平地の地中から､従来と
は全く異なった遺跡が発掘された｡アイヌ人とも､現
存するどの民族とも違う彼らを「モヨロ人」と呼び､
この地をモヨロ貝塚としている｡

網走市

博物館
網走監獄

天都山中腹にあり､昭和 59 年まで網走刑務所で実際
に使用していた獄舎を､そっくりそのまま移築し博物
館として公開している｡

網走市

北海道立北方民族
博物館

東はグリーンランドから西はスカンジナビアの北方
民族を対象とした民族博物館｡

網走市

オートキャンプ場
「てんとらんど」

「てんとらんど」は、規模・施設ともに全国有数で
別荘感覚のロッジから各種キャンプサイトが配置さ
れている。人気のパークゴルフやストリートバスケ
ットなどが楽しめ、キャンパーに人気が高い。

網走市

網走国定公園
小清水原生花園

約 8km にわたる北海道最大級を誇る海岸草原。小清
水原生花園は色鮮やかな天然の花畑で、6 月から 8
月にかけて、約 40 種類の花々が次々に咲き競い、
短い夏を色鮮やかに演出してくれる。

小清水町

以久科
原生花園

知床斜里駅からウトロへの道を 5km ほど行った海岸
にあり、6 月から 7 月にかけてエゾスカシユリやハ
マナスが花盛りとなる。遊歩道を散策しながら海沿
いの知床連山を望むことができる。

斜里町

オシンコシンの滝 途中から流れが 2 つに分かれ、斜めにカーブして海
に流出していることから「双美の滝」とも呼ばれて
いる。滝の中ほどの高さまで階段で上がることがで
き、「日本の滝100選」にも選ばれている。

斜里町

網走湖女満別湖畔 北海道景観百選に選ばれた美しい湖である。湖畔の
南東部は国の天然記念物「女満別湿生植物群落」等、
様々な自然を育む生命のゆりかごである。

女満別町
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資源名称 主な内容 市町村名
朝日ヶ丘
展望台

展望台からは女満別市街・女満別空港のほか、知床
連山、藻琴山、雌阿寒岳、網走湖、能取湖などが、360
度の大パノラマで眺望できる。

女満別町

メルヘンの丘めまん
べつ

のどかな丘陵地に連なる畑が、季節毎に美しい田園
風景を描く。ジャガイモの花は6月が見頃。

女満別町

水芭蕉大群落 女満別湖畔の湿生植物群落地は国の天然記念物であ
る。全長 280m、幅 110cm の木道が整備されてお
り、4月下旬からGWまでが見頃。

女満別町

アオサギコロニー 全国でも有数の規模を誇るコロニー(営巣地)であ
る。

女満別町
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■知床･田園ステージ

資源名称 主な内容 市町村名
宇宙展望台 「宇宙展望台」は、夜に迫力満点の星空が頭上に広

がり、宇宙を身近に感じることができることから名
付けられた。展望台入口には管内最大のさけますふ
化場があり、見学もできる。知床連山、阿寒岳、斜
里岳、オホーツク海と農村景観が展望できる。

清里町

パパスシャトー(き
よさと焼酎工場)

ヨーロッパの古城を思わせるロマンチックな建物
で、バックには雄大な斜里岳がそびえる。工場内で
はじゃがいも焼酎の製造工程の見学や試飲が可能。

清里町

オート
キャンプ場

整備されたきれいなキャンプ場で、コテージ、バン
ガローなど施設も充実。遊歩道があり、ウォーキン
グも楽しめる。

清里町

ゆりの郷
こしみず
「リリーパーク」

小清水市街地に隣接した約 10ha の広大な丘陵地
に、7 月中旬から 9 月中旬にかけて、世界中のゆり
100 万本 700 万輸が色鮮やかに咲き誇る。小清水第
2の観光スポットである。

小清水町

じゃがいも
街道

浜小清水から市街地に向かう途中の約 5ｋｍの直線
道路が「じゃがいも街道」で、じゃがいも畑が一面
に広がり、知床連山、斜里岳の雄大な景色も見える。

小清水町

流氷バルーンフェ
スティバル

2 月中旬に開催し、全国各地から熱気球愛好家が集
結する。日本で唯一、空から流氷が眺められるイベ
ント、そして日本最大の気球「アース・ウィ・ラブ
号」を体験できるイベントである。

小清水町

ダチョウ
ふれあい牧場

平成 7 年 6 月、東藻琴村に畜産動物としては北海道
で初めてダチョウが導入されました。都市と農村の
交流の一環として、「ダチョウふれあい牧場」を開設
した。

東藻琴村

ひがしもこと
乳酪館

チーズの里、東もことのシンボルともいうべき施設
で、乳製品の開発・製造とともに、チーズづくりを
見学・体験し、さらに販売を通じて都市と農村の交
流を図ることが目的である。

東藻琴村
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■知床･山岳ステージ

資源名称 主な内容 市町村名
斜里岳 阿寒の山々と知床連山の中間にそびえる斜里岳は、

日本百名山のひとつである。難所も多く、本的な登
山道で、晴れた日は知床連山や摩周湖などを一望で
きる。

清里町

神の子池 摩周湖の地下水が湧き出ているコバルトブルーの清
水を湛える神秘的な池。池の中には、朱色に輝く神
秘の魚「オショロコマ」が泳いでいる。

清里町

ハイランド
小清水725

阿寒国立公園「藻琴山」の中腹、標高 725ｍのとこ
ろにある高原展望台で、屈斜路湖、川湯硫黄山、知
床連山、そしてオホーツク海を一望できる。

小清水町

知床峠 斜里町ウトロと羅臼町を結ぶ知床横断道路の頂上、
知床連山の尾根筋にあたる標高 738ｍの峠である。
開通期間は4月下旬から10月下旬まで。

斜里町

知床五湖 原生林に囲まれてたたずむ幻想的な 5 つの湖であ
る。5 つの湖を一周できる遊歩道があり、遊歩道の
ほか小高い丘の上にある展望台からは第一湖と知床
連山の大パノラマが見渡せる。

斜里町

知床自然センター 知床国立公園の玄関口、ウトロ市外から 5km、知床
峠と知床五湖への分岐点に位置し、知床の自然を守
り育てる活動の拠点となっている。

斜里町

芝桜公園 東もこと市街から藻琴山方向へ約8km、丘陵地に「芝
桜公園」がある。毎年 5 月中旬から 6 月上旬にかけ
て芝桜が咲き乱れる。

東藻琴村

芝桜花街道 道道走川湯線の網走市、東藻琴村、小清水町、弟子
屈町では、この道道の愛称を「芝桜花街道」とした。

東藻琴村

藻琴山温泉 「芝桜公園」内にある天然温泉。地下 952 メートル
から湧く単純食塩泉は、美人の湯として知られてい
る。

東藻琴村

美幌峠 標高 525m の展望台からは、北東に屈斜路湖、その
向こうに摩周岳、斜里岳が峰を連ね、南西には、大
雪連峰をはじめとする大パノラマの眺望が楽しめ
る。

美幌町
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資源名称 主な内容 市町村名
美幌温泉
峠の湯びほろ

市街地から美幌峠へ抜ける国道 243 号線に、丸太材
を梁に使った全道一の大ドーム風呂「峠の湯びほろ」
がある。様々なタイプの温浴を楽しむことができ、
天然温泉と薬湯も備えてある。

美幌町

みどりの村
森林公園
キャンプ場

総面積 33ha を有する森林レクリエーション施設で
公園内にはジャンボ滑り台(全長 200m)や森林公園
キャンプ場をはじめ林間広場、展望塔、あずまや、
バンガロー、管理棟、水洗トイレ、コインシャワー、
丸太造りのコンビネーション遊具及び樹林の中には
延長1.6kmの林間歩道が整備されている。

美幌町

美幌農業館
美幌博物館

昭和 62 年、先人達の勇気と英和を讃え未来を創造
する子供達のために、「美幌農業館」・「美幌博物館」
が造られた。

美幌町

福住温水ため池 網走川土地改良区の管理する温水ため池。広さが日
本一の広さのため池で自生のホタルやレッドデータ
ブックに登録されているアカメイトトンボなどが確
認されている、貴重な動植物が生息する地域である。

美幌町
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市町村 団体名 所属分科会 通年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 網走市 網走湖・水と緑の会 景観形成
■トラスト地倒木片付け
■水芭蕉群落水引き
■記念モニュメント除幕(29日)

■ホタル観察会 ■草刈り ■水芭蕉群落秋の手入れ

2 網走市 網走市観光協会

■清掃事業
■自然公園再生事業
■天都山「はなてんと」の造成
と維持・管理
■ボランティアガイド事業

■天都山「はなてんと」の造成と維
持・管理
■ボランティアガイド事業

■天都山「はなてんと」の造成と維
持・管理
■ボランティアガイド事業

■天都山「はなてんと」の造成と維
持・管理
■ボランティアガイド事業

■自然公園再生事業
■天都山「はなてんと」の造成と維
持・管理
■ボランティアガイド事業

■自然公園再生事業
■ボランティアガイド事業 ■ボランティアガイド事業 ■ボランティアガイド事業

3 網走市 オホーツク21世紀を考える会 地域づくり ■新エネルギー関係事業 ■わが村美しく運動
■夏体験紀行の作成・発行

■ビューポイントマップの作成・配布
■風景作りワークショップの開催

■イベントカレンダー作成・配布
■インターネット使用の写真コンテ
スト

■ブルームボールへの協力・ジャ
パンカップ協賛
■NPO研究講演の実施

4 網走市
オホーツク

ホーストレッキング研究会 観光振興 ■オホーツクホーストレッキングｉ
ｎ網走2005 ■オホーツク夏体験紀行への協力 ■オホーツクホーストレッキングｉ

ｎ網走2005【秋】

5 網走市 東京農業大学生物産業部 観光振興 ■ファイントレール整備
■ホーストレッキングコースの整備 ■体験実習 ■体験実習

6 網走市
特定非営利活動法人グリーンシーズ
（みどりの環境を保全する部会） 景観形成 ■梅の木剪定 ■森づくり ■花づくり

7 網走市 NPO「こぼれ幸」 景観形成 ■特産品研究開発 ■花づくり ■花づくり ■花づくり ■花づくり ■花づくり
■特産品研究開発

8 清里町 上斜里フラワーロード推進協議会 景観形成 ■コスモスロードの設置及び管理 ■コスモスロードの設置及び管理 ■コスモスロードの設置及び管理 ■コスモスロードの設置及び管理 ■コスモスロードの設置及び管理

9 清里町 清里町観光協会 観光振興 ■緑のフェスティバル
■斜里岳山開き
■斜里岳山小屋「清岳荘」の管理運
営

■斜里岳山小屋「清岳荘」の管理運
営

■斜里岳山小屋「清岳荘」の管理運
営

■斜里岳山小屋「清岳荘」の管理運
営 ■斜里岳山小屋「清岳荘」の管理運営

10 清里町 清里町商工会 地域づくり
■商工会員及び商店街の花プラン
ター設置
■清里焼酎フェスティバル

■商工会員及び商店街の花プラン
ター設置

■商工会員及び商店街の花プラン
ター設置

■商工会員及び商店街の花プラン
ター設置
■産業まつり

■商工会員及び商店街の花プランター
設置 ■イルミネーション事業(商店街)

■雪合戦
■イルミネーション事業(商店街)
■アイスキャンドル事業(商店街)

■イルミネーション事業(商店街)
■アイスキャンドル事業(商店街) ■かんじきマラソン

11 清里町
清里町花と緑と交流の
まちづくり委員会 景観形成 ■ウォーキングトレイルの開催

■ガーデニングコンテストの開催
■街路の花の植栽及び管理
■ウォーキングトレイルの開催

■フラワーフェスティバルの開催
■ガーデニングコンテストの開催
■街路の花の植栽及び管理
■ウォーキングトレイルの開催

■ガーデニングコンテストの開催
■街路の花の植栽及び管理
■ウォーキングトレイルの開催

■街路の花の植栽及び管理
■ウォーキングトレイルの開催

■街路の花の植栽及び管理
■ウォーキングトレイルの開催

12 清里町 清里ネイチャーガイド協会 観光振興 ■斜里岳登山道整備
■斜里岳登山ガイド ■斜里岳登山ガイド ■斜里岳登山ガイド ■斜里岳登山ガイド ■斜里岳登山ガイド

13 清里町 さっつる○やろう会 地域づくり ■運動会及び神社祭りの出店 ■運動会及び神社祭りの出店 ■チャリティービールパーティー ■サンタクロース事業
■イルミネーション事業

■正月の獅子舞
■イルミネーション事業 ■イルミネーション事業 ■イルミネーション事業

14 小清水町 小清水町観光協会 観光振興 ■観光PR事業 ■小清水原生花園旅行者安全祈願
祭の開催

■藻琴山小清水高原峠開きの開催
■原生花園植生回復対策事業協力 ■原生花園植生回復対策事業協力 ■原生花園植生回復対策事業協力 ■原生花園植生回復対策事業協力

15 小清水町
小清水町

観光ボランティアガイド協議会 観光振興
■町イベント協力(じゃがいもフェスティバ
ル、バルーンフェスティバル)
■他市町村との連携(網走流氷ガイドへの協力)

■環境保持活動
(原生花園ヤード側帯でのゴミ拾い)

■原生花園フラワーガイド
■環境保持活動

■原生花園フラワーガイド
■環境保持活動

■原生花園フラワーガイド
■環境保持活動

■原生花園フラワーガイド
■環境保持活動
(外来種の除去作業協力)

16 斜里町 うとろナチュラルクラブ 景観形成 ■採取、加工、試作品作製【春】 ■味噌を作ろう【春】 ■散歩マップの作製【春】 ■漁協青年部と知床の魚バザーで手
作り品販売【夏】

■安心安全、いいものおすすめ品の
展示会【秋】

■フリーマーケットの実施【秋～
冬】 ■研修旅行【冬】

17 斜里町
産業クラスター研究会
東オホーツク 地域づくり

18 斜里町 斜里町川上自治会 地域づくり ■花壇つくり ■お祭り

19 斜里町 しゃりR244沿道景観整備協議会 景観形成 ■沿道景観診断 ■沿道花壇整備ウィーク

20 斜里町
特定非営利活動法人
知床ナチュラリスト協会 観光振興 ■エコツアーの企画主催

■情報提供 ■シンポジウム ■シンポジウム ■オホーツクの音楽さがし ■オホーツクの音楽さがし ■オホーツクの音楽さがし
■ツアーの開催 ■イベント開催

21 斜里町 Radio Kisar 地域づくり ■ホームページの開設 ■ホームページの開設 ■オホーツクの音さがし
キャンペーン

■オホーツクの音さがし
キャンペーン

■オホーツクの音さがし
キャンペーン ■ライブイベントの開催 ■CDの制作

22 東藻琴村 川を美しくする会 景観形成 ■藻琴川の清掃
■桜の植樹

■藻琴川の清掃
■桜の植樹

■藻琴川の清掃
■桜の植樹

■藻琴川の清掃
■桜の植樹

■藻琴川の清掃
■桜の植樹

■藻琴川の清掃
■桜の植樹

■藻琴川の清掃
■桜の植樹

23 東藻琴村 東藻琴村観光協会 観光振興 ■観光ホスピタリティ講演会 ■ノンキーランド芝桜まつり ■ノンキーランド芝桜まつり ■もこと山開き
■ノンキーランド芝桜まつり ■ノンキーランドふるさとまつり ■もことやま吹きおろしマラソン大会 ■ノンキーランドこだわり冬まつ

り

24 東藻琴村 東藻琴村商工会 地域づくり ■東オホーツクフォトコンテスト
■特産品販路開拓事業

25 東藻琴村
まちづくりネットワーク
プロジェクト　N５ 地域づくり ■鮭ウォッチングポイントの整備

■市外景観づくり ■版画プロジェクト ■リサイクル活動
■版画プロジェクト ■版画プロジェクト

26 美幌町 桜の名所を創る会 景観形成 ■植樹地調査
■町内ＰＲ活動

■苗木準備
■植樹
■花見

■植樹地整備

27 美幌町 美幌観光協会 観光振興 ■観光資源開発事業 ■美幌町峠まつり ■美幌観光和牛まつり
■各種イベントの協賛(スターダス
トカーニバル)
■観光資源開発事業

■各種イベントの協賛 ■各種イベントの協賛 ■各種イベントの協賛 ■各種イベントの協賛 ■各種イベントの協賛 ■各種イベントの協賛(冬祭り) ■各種イベントの協賛

28 美幌町
美幌町

観光ボランティアガイドの会 地域づくり
■美幌峠まつり
■町内花壇作り支援
■美空ひばり歌碑清掃

■美幌峠まつり
■町内花壇作り支援
■美空ひばり歌碑清掃

■和牛まつり ■スターダストカーニバル ■観月会（美幌峠）
■物産協会支援 ■オホーツク物産フェスティバル ■冬祭り支援

29 美幌町 美幌商工会議所青年部 地域づくり ■美幌冬まつり

30 美幌町 社団法人　美幌青年会議所 地域づくり ■祭り参加(子供神輿) ■イベント支援 ■イベント ■冬祭り ■親と子の交通安全教室

31 美幌町 ふるさと美幌と自然を語る会 地域づくり ■清掃活動 ■春の観察会 ■夏の観察会 ■ボランティア ■美幌ふるさと祭り ■秋の自然観察会 ■冬の自然観察会 ■冬の観察会

32 美幌町
豊かな自然を楽しみ考える会
（略称　自然の会） 地域づくり ■自然観察会 ■自然観察会 ■自然観察会 ■自然観察会 ■自然観察会 ■自然観察会 ■自然観察会 ■学習会 ■学習会 ■学習会 ■学習会 ■学習会

33 女満別町
オホーツク

フォトグラファー　メンバーズ 景観形成 ■入賞作品展 ■撮影ツアー ■撮影ツアー ■撮影ツアー ■写真展 ■コンテスト審査会

34 女満別町 女満別町観光協会 観光振興 ■湖畔清掃 ■観光夏まつり ■メルヘンまつり
■メルヘンウォーキング

■氷上ワカサギ釣
■ワカサギ釣大会

■氷上ワカサギ釣
■ワカサギ釣大会

■氷上ワカサギ釣
■ワカサギ釣大会

35 女満別町 女満別町商工会 地域づくり ■環境改善整備調査事業 ■ビューポイントラリー事業

活動団体年次計画一覧表

活動団体の平成17年度の活動計画一覧


